
浅
野
昼
夜
銀
行
の
安
田
財
閥

へ
の
譲
渡

は

じ

め

に

浅
野
昼
夜
銀
行
は
、
大
正
十

一
年
八
月
十
五
日
安
田
財
閥
に
譲
渡

さ
れ
、
日
本
昼
夜
銀
行
と
改
称
さ
れ
た
。
本
稿
の
目
的
は
、
浅
野
財

閥
の
機
関
銀
行
と
目
さ
れ
た
同
行
を
、
な
ぜ
安
田
財
閥
に
譲
渡
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。

筆
者
は
、
以
前
浅
野
総

一
郎
の
伝
記
と
浅
野
財
閥
の
歴
史
を
内
容

と
す
る
拙
著
を
発
表
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
留
学
直
前
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ

っ
て
時
間
に
追
わ
れ
、
そ
の
た
め
同
著
で
は
、
こ
の
間
の
経

緯
に
つ
い
て
浅
野
泰
治
郎

・
良
三

『浅
野
総

一
郎
』
の
記
述
を
も
と

に

「浅
野
昼
夜
銀
行
の
経
営
に
は
、
安
田
善
次
郎
は
批
判
的
で
あ

っ

齊
　
藤

憲

た
。
総

一
郎
に
向
か
っ
て
銀
行
業
兼
営
の
非
を
述
べ
、
実
業
家
と
し

て
終
始
す
る
よ
う
に
切
言
し
た
と
い
う
。
総

一
郎
は
安
田
の
忠
告
を

容
れ
、
同
行
の

一
切
を
安
田
家
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
簡

単
に
触
れ
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。

し
か
し

『安
田
保
善
社
と
そ
の
関
係
事
業
史
』
や
富
士
銀
行
の
行

史
、
由
井
常
彦
編

『安
田
財
閥
』
で
は
そ
の
間
の
経
緯
を
説
明
し
て

お
り
、
先
の
記
述
で
は
不
十
分
の
そ
し
り
は
免
れ
え
な
い
。
幸
い
富

士
銀
行
の
好
意
で
日
本
昼
夜
銀
行

『当
行
沿
革
』
及
び
関
連
資
料
を

閲
覧
で
き
た
の
で
、
買
収
の
原
因
や
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
新
た
に
稿

を
起
こ
し
て
、
こ
こ
に
詳
論
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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一
　

研
究
史

の
整
理

ま
ず
簡
単
に
研
究
史
を
整
理
し
よ
う
。
最
初
に
挙
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
そ
の
後
の
研
究
の
土
台
と
も
な
っ
た
、
『安
田
保
善

社
と
そ
の
関
係
事
業
史
』
中
の
該
当
部
分
で
あ
る
。
少
し
長
い
引
用

に
な
る
が
、
譲
渡

の
経
緯
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
「沿
革
」
と

「経
営
引
受
」
の
全
文
を
次
に
掲
げ
よ
矩
。

明
治
三

一
年
九
月
八
日
、
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
吉
浜
村
に
資
本

金

一
〇
万
円
を
も

っ
て
設
立
さ
れ
た
吉
浜
銀
行
は
、
小
田
原
支

店
と
湯
ケ
原
出
張
所
を
有
す
る
地
方
小
銀
行
と
し
て
推
移
し
て

き
た
が
、
大
正
三
年
二
月
同
行
の
業
務

一
切
と
二
店
舗
を
駿
河

銀
行
に
譲
渡
し
、
本
店
を
東
京
市
京
橋
区
に
移
転
し
て
日
東
銀

行
と
改
称
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
開
業

に
至
ら
な
い
同
年
五

月
、
さ
ら
に
第
五
銀
行
と
改
称
し
て
経
営
者
が
交
替
し
、
六
月

一
日
か
ら
普
通
、
貯
蓄
両
業
務
兼
営
の
も
と
に
営
業
を
開
始
し

た
。
同
行
は
鶴
見
総
持
寺
の
機
関
銀
行
と
い
わ
れ
る
が
、
業
績

が
上
が
ら
な
か
っ
た
た
め
、
同
行
の
専
務
取
締
役
橋
本
梅
太
郎

は
知
己
の
初
代
浅
野
総

一
郎
に
経
営
援
助
を
求
め
、
四
年
四
月

浅
野
の
役
員
就
任
に
よ
っ
て
同
行
と
浅
野
と
の
関
係
は
次
第
に

密
接
に
な

っ
た
。
翌
五
年
四
月
に
資
本
金

一
〇
〇
万
円
に
増
加

す
る
に
際
し
て
経
営
権
は
浅
野
の
手
中
に
帰
し
、
行
名
も
日
本

昼
夜
銀
行
と
改
称
、
翌
五
月
に
は
全
役
員
を
改
選
し
て
浅
野
の

女
婿
自
石
元
治
郎
が
頭
取
に
就
任
す
る
に
及
ん
で
、
名
実
と
も

に
浅
野
系
銀
行
と
し
て
経
営
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
当
時
、

浅
野
は
別
に
貯
蓄
、
普
通
両
業
務
兼
営
の
日
本
昼
夜
貯
蓄
銀
行

（大
正
元
年
十
一
月
二
十
日
開
業
、
設
立
当
時
は
中
野
武
宮
経
営
）

を
経
営
し
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
五
年

一
月

「貯
蓄
銀
行
条

例
」
の
改
正
に
よ
っ
て
貯
蓄
銀
行
業
務
の
条
件
が
制
限
さ
れ
、

普
通
銀
行
に
お
い
て
は
兼
営
が
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
両

行
の
普
通
、
貯
蓄
両
業
務
を
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
移
譲
し
合
い
、

同
年
十
月
に
日
本
昼
夜
銀
行
は
普
通
銀
行
と
し
て
京
橋
区
尾
張

町
に
移
転
し
、
同
時
に
行
名
が
示
す
昼
夜
営
業
制

（営
業
時
間

午
前
九
時
～
午
後
八
時
）
を
採
用
し
て
発
足
し
た
。
こ
の
昼
夜

営
業
の
構
想
は
、
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
に
お
け
る
ハ
リ

マ
ン
夫
人
が
創
始
し
た

″↓
ギ
ｏ
庫
∞
〓
Ｚ
【ｍ
Ｆ

∽̈
”
”
●
戸

を
範

と
し
た
も
の
で
、
前
記
の
日
本
昼
夜
貯
蓄
銀
行
が
ま
ず
採
用

し
、
普
通
銀
行
と
し
て
は
日
本
昼
夜
銀
行
が
本
邦
最
初
の
試
み

と
し
て
採
用
し
た
。
六
年
九
月
に
は
資
本
金
を
五
〇
〇
万
円
に

増
加
、
翌
七
年
二
月
に
は
浅
野
昼
夜
銀
行
と
改
称

（同
時
に
傍

系
の
日
本
昼
夜
貯
蓄
銀
行
も
浅
野
昼
夜
貯
蓄
銀
行
と
改
称
、
大
正
十



一
年
八
月
安
田
貯
畜
銀
行
に
合
併
消
滅
）
し
、
本
店
を
日
本
橋
区

通

一
丁
目
に
移
転
、
越
え
て
九
年

一
月
に
は

一
〇
〇
〇
万
円
に

増
資
し
て
浅
野
総

一
郎
が
自
石
元
治
郎
と
交
替
し
て
頭
取
に
就

任
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
ろ
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
反
動
不

況
に
よ
っ
て
預
金
が
減
少
す
る

一
方
、
浅
野
関
係
諸
会
社
の
資

金
需
要
が
増
加
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
が
固
定
化
し
、
い
き

お
い
資
金
が
枯
渇
す
る
に
至

っ
て
、
機
関
銀
行
た
る
当
行
の
経

営
は
、
次
第
に
急
迫
を
告
げ
て
き
た
。

大
正
十
年
五
月
、
浅
野
が
社
長
で
あ

っ
た
東
洋
汽
船
株
式
会
社

は
ド
イ
ツ
か
ら
の
賠
償
船
太
洋
丸
を
引
受
け
、
同
船
の
初
航
海

に
浅
野
は
初
代
善
次
郎
を
招
待
し
、
と
も
に
上
海
お
よ
び
マ
ニ

ラ
を
視
察
し
た
。
船
中
に
お
い
て
た
ま
た
ま
当
時
経
営
不
振
の

浅
野
昼
夜
銀
行
に
談
が
及
び
、
善
次
郎
か
ら
事
業
家
の
銀
行
兼

営
が
危
険
な
る
こ
と
を
説
得
さ
れ
た
浅
野
は
、
同
行
の
経
営
を

善
次
郎
に
懇
請
し
た
。
そ
し
て
、
両
者
の
約
束
に
よ
り
、
引
受

調
印
日
を
九
月
二
十
九
日
と
予
定
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、

は
か
ら
ず
も
そ
の
前
日
、
善
次
郎
の
大
磯
凶
変
に
よ
っ
て
万
事

は
中
断
さ
れ
、
浅
野
昼
夜
銀
行
は
約

一
年
間
苦
難
の
道
を
歩
ん

だ
。
し
か
し
、
結
局
に
お
い
て
両
者
の
約
束
を
実
現
す
べ
く
、

十

一
年
八
月
に
至
り
、
保
善
社
は
同
行
の
経
営
を
引
受
け
る
こ

と
と
な

っ
た
。
同
月
十
五
日
に
全
役
員
の
改
選
を
行
な
い
、
頭

取
に
安
田
善
四
郎
、
専
務
取
締
役
に
は
故
総
長
と
の
約
束
経
緯

を
熟
知
し
て
い
た
斎
藤
悔
が
就
任
、
行
名
を
日
本
昼
夜
銀
行
と

再
改
称
し
、
本
店
を
再
び
京
橋
区
尾
張
町
に
移
し
て
、
安
田
傘

下
銀
行
と
し
て
再
発
足
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

吉
浜
銀
行
と
し
て
の
創
立
か
ら
、
日
東
銀
行
、
第
五
銀
行
と
名
称

を
変
更
し
、
や
が
て
浅
野
財
閥
傘
下
の
銀
行
と
な
っ
た
経
緯
、
昼
夜

貯
蓄
銀
行
と
の
関
連
、
昼
夜
営
業
制
と
い
う
特
徴
あ
る
経
営
方
法
、

反
動
不
況
下
の
預
金
減
少
や
浅
野
関
連
各
社
の
資
金
需
要
増
加
と
そ

の
固
定
化
、
安
田
善
次
郎
の
説
得
と
経
営
移
譲
の
約
束
、
善
次
郎
の

死
、
そ
し
て

一
年
後
の
買
収
と
、
こ
の
間
の
動
き
が
理
解
で
き
る
。

し
か
し
浅
野
昼
夜
銀
行
買
収
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
「第

一
次
世

界
大
戦
後
の
反
動
不
況
に
よ
っ
て
預
金
が
減
少
す
る

一
方
、
浅
野
関

係
諸
会
社
の
資
金
需
要
が
増
加
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
が
固
定
化

し
、
い
き
お
い
資
金
が
枯
渇
す
る
に
至

っ
て
、
機
関
銀
行
た
る
当
行

の
経
営
は
、
次
第
に
急
迫
を
告
げ
て
き
た
」
と
書
く

一
方
、
望
口次

郎
か
ら
事
業
家
の
銀
行
兼
営
が
危
険
な
る
こ
と
を
説
得
さ
れ
た
浅
野

は
、
同
行
の
経
営
を
善
次
郎
に
懇
請
し
た
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

主
要
な
要
因
は
経
営
危
機
に
関
す
る
救
済
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

浅
野
財
閥
の
経
営
難
を
背
景
と
し
つ
つ
も
、
安
田
善
次
郎
の
浅
野
総



一
郎
に
対
す
る
説
得
に
中
心
が
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
文
面
だ
け
で
は

明
ら
か
で
は
な
い
。

小
早
川
洋

一

「浅
野
財
閥
の
多
角
化
と
経
営
組
織
―
―
大
正
期
か

ら
昭
和
初
期
の
分
析
―
―
」
は
、
浅
野
財
閥
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
た

業
績
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は

『安
田
保
善
社
と
そ
の
関
係
事
業
史
』

に
依
拠
し
て
浅
野
昼
夜
銀
行
を
位
置
づ
け
つ
つ
、
「時
事
新
報
」
や

商
業
興
信
所

『日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』
、
帝
国
経
済
通
信
社

『全
国
銀
行
会
社
事
業
成
績
調
査
録
』
な
ど
を
使

っ
て
同
行
の
資
金

運
用
や
払
込
資
本
金
利
益
率
な
ど
を
計
算
し
て
い
る
。
資
金
運
用
の

動
向
と
し
て
は
、
割
引
手
形
、
貸
付
金
、
保
有
有
価
証
券
の
比
率
変

化
か
ら
、
大
正
十
年
上
期
中
に
浅
野
昼
夜
銀
行
の
運
用
に
大
き
な
変

化
が
現
れ
た
こ
と
、
払
込
資
本
利
益
率
で
み
る
と
、
大
正
六
年
末
か

ら
十
年
上
期
末
ま
で
ほ
ぼ

一
〇
％
内
外
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
間
ほ
と

ん
ど
七
分
の
株
式
配
当
を
継
続
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ

れ
ら
の
変
化
や
数
値
の
意
味
づ
け
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が

っ

て
変
化
の
要
因
や
配
当
率
と
経
営
の
安
定
な
ど
と
の
関
連
は
不
明
で

あ
る
し
、
譲
渡
さ
れ
た
大
正
十

一
年
度
に
関
し
て
は
、
数
値
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
浅
野
が
銀
行
経
営
を
断
念
し
た
理
由
と
し
て
、
十
年

上
期
末
か
ら
十

一
年

一
月
末
に
か
け
て
の
二
〇
〇
〇
万
円
か
ら

一
二

一
〇
万
円
と
い
う
大
幅
な
預
金
減
、
浅
野
系
諸
会
社
に
対
す
る
貸
金

の
固
定
化
、
安
田
善
次
郎
の
説
得
、
が
並
列
的
に
述

べ
ら
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
浅
野
昼
夜
銀
行
の
経
営
状
況
を
あ
る
程
度
ま
で
は
明
ら

か
に
し
た
が
、
基
本
資
料
を
欠
き
、
完
全
に
は
説
明
で
き
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

昭
和
五
七
年
に
刊
行
さ
れ
た

『富
士
銀
行

一
〇
〇
年
史
』
の
記
載

に
は
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
指
摘
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
日
本
昼
夜
貯
蓄
銀
行
の
設
立
経
緯
で
、
同
行
は
、
明
治

一
六
年

神
奈
川
に
創
立
さ
れ
た
相
陽
銀
行
が
、
大
正
元
年
十

一
月
東
京
に
移

転
し
、
商
号
を
変
更
し
た
も
の
と
さ
れ
、
翌
年
白
石
元
治
郎
が
社
長

に
就
任
し
た
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
浅
野

一
族
が
経
営
す
る
以
前
の

歴
史
が
理
解
で
き
る
。

次
に
浅
野
昼
夜
銀
行
の
経
営
不
振
と
、
安
田
が
経
営
を
引
受
け
た

理
由
で
あ
る
が
、
頭
取
に
就
任
し
た
浅
野
総

一
郎
は
、
大
正
九
年
七

月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
赤
坂
、
亀
戸
、
浅
草
、
神
田
、
芝
の
五
支

店
を
開
設
、
預
金
増
強
に
努
め
た
も
の
の
、
同
年
十
二
月
に
生
じ
た

東
京
地
区
の
銀
行
恐
慌
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の
際
安
田
銀
行
の
資
金

援
助
を
受
け
た
こ
と
、
十

一
年
に
入
り
、
浅
野
関
連
会
社
の
整
理
資

金
融
通
な
ど
の
取
扱
い
で
事
態
が
急
迫
し
た
の
で
、
結
城
豊
太
郎
副

頭
取
は
井
上
準
之
助
日
本
銀
行
総
裁
と
協
議
し
、
保
善
社
に
お
い
て

同
行
の
経
営
を
引
受
け
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
同
行



譲
渡
は
、
安
田
善
次
郎
と
浅
野
総

一
郎
両
者
の
約
束
を
実
現
し
た
と

い
う
よ
り
も
、
同
行
救
済
の
意
味
が
強
か
っ
た
い
う
わ
け
で
あ
る
。

昭
和
六
十

一
年
に
刊
行
さ
れ
た

『安
田
財
閥
』
で
、
小
早
川
洋

一

は
さ
ら
に

一
歩
進
め
、
日
本
昼
夜
銀
行

『沿
革
大
要
』
（稿
本
）
を

も
と
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

同
行

（浅
野
昼
夜
銀
行
の
こ
と
―
―
筆
者
）
が
大
幅
増
資
を
し
た

直
後
の
大
正
九
年
二
月
、
反
動
恐
慌
が
勃
発
す
る
と
、
同
行
は

保
有
有
価
証
券

（主
と
し
て
浅
野
系
企
業
の
株
式
）
の
暴
落
、
貸

付
金
の
不
良
債
権
化
、
浅
野
系
企
業

へ
の
救
済
融
資
資
金
の
増

大
な
ど
に
よ
り
、
経
営
内
容
が
に
わ
か
に
悪
化
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、
浅
野
か
ら
救
済
融
資
の
要
請
を
受
け
た
善
次
郎
は
、
同

年
末
、
そ
れ
に
応
ず
る
こ
と
で
と
り
あ
え
ず
同
行
の
急
場
を
救

い
、
さ
ら
に
翌
十
年
、
浅
野
総

一
郎
を
説
得
し
て
同
行
を
吸
収

す
る
こ
と
に
意
思
決
定
し
て
い
る
。

も

っ
と
も
、
そ
の
契
約
は
、
締
結
直
前
の
同
年
九
月
善
次
郎
が

急
死
し
た
の
で
、
安
田
と
し
て
は
こ
れ
を

一
度
は
破
棄
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
同
行
は
、
そ
の
後
の
支
店
開
設
な
ど
の
経
営
努

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
三
、
経
営
危
機
に
お
ち
い
り
、
そ
の

つ
ど
安
田
か
ら
救
済
融
資
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
し

て
翌
十

一
年
五
月
末
頃
に
は
、
同
行
は

「
日
本
銀
行

二
対
シ
テ

モ
何
時
閉
店
ノ
悲
運
二
陥
ル
カ
測
ラ
レ
ザ
ル
旨
ヲ
報
国
ス
ル
ニ

至
レ
ル
」
程
の
窮
状
を
呈
し
、
井
上
準
之
助
日
銀
総
裁
か
ら
の

要
請
も
あ
り
、
結
局
、
結
城
も
同
行
の
経
営
引
受
け
を
決
定
し

た
。

そ
し
て
浅
野
の
経
営
難
に
対
す
る
安
田
の
援
助
は
、
昭
和
初
期
に

生
じ
た
安
田
財
閥
の
危
機
的
状
況
を
形
成
し
た
重
要
な
要
因
と
も

な
っ
た
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
基
本
的
な
譲
渡
の
要
因
を
、
同
行
の

危
機
救
済
に
す
え
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
具
体
的
な
数
値
は
浅
野

同
族
会
社
の
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書
だ
け
で
、
累
積
赤
字
の
著

増
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
安
田
財
閥
史
を
叙
述
す
る
著

書
で
あ
る
か
ら
当
然
で
は
あ
る
が
、
浅
野
財
閥
を
研
究
す
る
立
場
か

ら
す
れ
ば
、
意
を
尽
く
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
浅
野
昼
夜
銀
行
の
窮

状
は
、
反
動
恐
慌
の
結
果
な
の
か
、
そ
れ
と
も
浅
野
総

一
郎
の
放
漫

経
営
に
あ

っ
た
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
日
本
昼
夜
銀
行

『当
行
沿
革
』
を
軸
に
、
以
上
の
研

究
史
を
ふ
ま
え
て
同
行
の
経
営
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。

一
一　
浅
野
昼
夜
銀
行

へ
至
る
過
程
と
そ
の
経
営

ま
ず
浅
野
傘
下
の
金
融
機
関
と
な
っ
た
経
緯
か
ら
見
て
い
こ
う
。

8ア



前
掲

『安
田
保
善
社
と
そ
の
関
係
事
業
史
』
に
よ
れ
ば

「業
績
が
上

が
ら
な
か
っ
た
た
め
、
同
行
の
専
務
取
締
役
橋
本
梅
太
郎
は
知
己
の

初
代
浅
野
総

一
郎
に
経
営
援
助
を
求
め
、
四
年
四
月
浅
野
の
役
員
就

任
に
よ
っ
て
同
行
と
浅
野
と
の
関
係
は
次
第
に
密
接
に
な
っ
た
」
と

あ

っ
た
が
、
「当
行
沿
革
』
に
は

「橋
本
氏

ハ
東
洋
汽
船

二
在
テ
活

動
シ
タ
ル
結
果
、
浅
野
家

二
取
入
り
、
遂

二
同
家
ヲ
当
行

二
引
入

レ
」
た
、
と
あ
る
か
ら
、
橋
本
梅
太
郎
の
画
策
に
よ
っ
て
浅
野
財
閥

の
関
連
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
橋
本
は
後
に
浅
野
物
産
副
社
長

や
同
社
の
子
会
社
日
本
舗
道
の
取
締
役
を
兼
任
す
る
人
物
で
あ
る

が
、
そ
の
経
歴
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
。
明
治
四
十

一
年
業
績
不

振
の
責
任
を
と
っ
て
東
洋
汽
船
社
長
を
罷
免
さ
れ
そ
う
に
な

っ
た
浅

野
総

一
郎
を
、
「踏
み
留
ま
っ
て
責
め
を
果
た
し
て
貰
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
」
と
株
主
総
会
で
発
言
し
て
社
長
に
留
任
さ
せ
、
恩
を
売

っ

た
人
物
で
あ
る
。

橋
本
が
入
行
し
た
の
は
大
正
三

（
一
九

一
一こ

年
五
月
六
日
、
浅

野
総

一
郎
の
長
男
泰
治
郎
が
、
浅
野

一
族
と
し
て
最
初
に
取
締
役
に

就
任
し
た
の
が
同
年
六
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
当
初
か
ら

浅
野
の
経
営
を
前
提
に
橋
本
は
入
行
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
翌
三

年
八
月
に
は
浅
野
家
の
番
頭
の
一
人
で
あ
る
藤
堂
大
蔵
が
新
支
配
人

と
な
り
、
四
年
四
月
に
は
泰
治
郎
に
代
わ

っ
て
浅
野
総

一
郎
が
取
締

役
に
就
任
し
た
。
そ
し
て

「大
正
五
年
四
月
百
万
円
二
増
資
シ
テ
日

本
昼
夜
銀
行
卜
改
称
シ
、
白
石
元
治
郎
氏
頭
取

二
就
任
シ
テ
、
念
浅

野
家
ノ
機
関
ト
シ
テ
経
営
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
ト
ナ
レ
リ
」
。
五
年
当
時

の
株
主
名
簿
が
な
い
の
で
、
七
年
七
月
現
在
で
の
旧
株
二
〇
〇
〇
〇

株
の
株
主
を
示
す
と
、
株
主
数
三
二
名
で
、
浅
野
総

一
郎

一
〇
五
〇

〇
株

（五
二
・
五
％
）、
自
石
元
治
郎
三
〇
〇
〇

（
一
五
）、
浅
野
合

資
会
社

一
〇
七
〇

（五

・
四
）、
橋
本
梅
太
郎

一
〇
二
〇

（五
。
こ
、

浅
野
泰
治
郎
、
鈴
木
紋
次
郎
各

一
〇
〇
〇

（五
）
と
な
っ
て
お
り

（以
上
で
持
株
比
率
八
八
％
）、
そ
の
他
も
浅
野

一
族
や
関
係
者
で
あ

る
か
ら
、
五
年
当
時
も
こ
れ
と
あ
ま
り
変
化
が
な
い
と
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
浅
野

一
族
に
よ

っ
て
ほ
ぼ
完
全
に
支
配
さ
れ
た
金
融
機

関
で
あ

っ
た
。

大
正
六
年
九
月
五
〇
〇
万
円
に
増
資
し
、
十

一
月
に
は
綿
貫
吉
秋

を
日
本
銀
行
か
ら
副
頭
取
に
迎
え
て
体
制
を
整
備
し
、
翌
七
年
二
月

浅
野
昼
夜
銀
行
と
改
称
、
八
年
十

一
月
に
は
交
換
所
組
合
に
加
入
し

て
業
務
の
基
礎
を
確
立
し
た
。

か
く
し
て
業
容
は
順
調
に
推
移
し
、
第

一
次
大
戦
下
の
好
況
の
も

と
で
発
展
を
続
け
た
が
、
そ
の
過
程
で
将
来
を
暗
示
す
る
傾
向
が
現

れ
始
め
た
。
『当
行
沿
革
』
に
よ
れ
ば
、
六
年
十
二
月
二
十

一
日
現

在
の

「貸
借
対
照
表

二
就
テ
之
ヲ
観
ル
ニ
、
諸
預
金

一
〇
六
五
万
余



円
諸
貸
出
金

一
五

一
五
万
余
円

二
達
シ
、
之
ヲ
日
東
銀
行
当
時

二
比

ス
レ
バ
長
足
ノ
進
歩
ヲ
示
セ
リ
、
然
シ
ナ
ガ
ラ
貸
金
膨
張
セ
ル
為

メ
、
借
入
金
再
割
引
等
二
七
五
万
余
円
ヲ
計
上
シ
、
早
ク
モ
銀
行
本

位
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
、
事
業
家
ノ
金
繰
機
関
タ
ル
本
能
ヲ
発
揮
ス
ル
ニ

至
レ
リ
」
と
あ
る
。
す
で
に
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
の
傾
向
が
現
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

第
１
表
、
第
２
表
、
第
３
表
は
、
浅
野
昼
夜
銀
行
と
改
称
さ
れ
た

時
か
ら
日
本
昼
夜
銀
行
と
改
ま
る
時
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
浅
野
昼
夜
銀

行
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
利
益
処
分
を
示
し
て
い
範
。
第
１

表
同
行
貸
借
対
照
表
中
、
七
年
上
期
の
借
入
金
、
再
割
引
手
形
合
計

は
六
年
下
期
と
比
較
し
て
さ
ら
に
増
加
し
、
四
三
二
万
余
円

（全
体

の

一
九

・
四
％
）
に
達
し
て
お
り
、
八
年
上
期
か
ら
は

コ
ー
ル
マ

ネ
ー
ま
で
取
り
入
れ
て
対
応
し
て
い
る
。
負
債
全
体
に
占
め
る
比
率

は
八
年
上
期

（三
二
・
七
％
）、
同
下
期

（
一
九
・
七
％
）
を
境
に
減

少
を
示
す
が
、
そ
の
後
も

一
〇
％
以
下
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

八
年
上
期
八
八
三
万
円
に
達
し
た
借
入
金
、
コ
ー
ル
マ
ネ
ー
、
再

割
引
手
形
の
合
計
額
は
、
八
年
下
期
に
は
五
六
〇
万
円
と
約
二
〇
〇

万
円
減
少
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
諸
貸
付
金
お
よ
び
割
引
手
形
の
合

計
額
も
減
少
す
る
が
、
こ
れ
は
貸
金
を
有
価
証
券
に
振
り
替
え
た
結

果
で
あ
っ
た
。
「所
有
有
価
証
券
二
九
八
万
余
円
ヲ
増
加
セ
シ
ガ
、

決
シ
テ
新

二
市
場
ヨ
リ
買
求
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
、
翌
年
増

資
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
当
り
、
其
払
込
ノ
関
係
上
、
同
族
会
社
二
対
ス
ル

貸
金
激
増
ス
ベ
キ
ガ
故

二
、
従
来
ノ
貸
金
ヲ
減
少
セ
シ
メ
ン
タ
メ
、

同
族
会
社
所
有
ノ
浅
野
セ
メ
ン
ト
株

一
一
三
〇
〇
株

一
株
九
〇
円

替
、
東
洋
汽
船
株

一
一
三
七
〇
株

一
株
八
五
円
二
〇
銭
替
、
浅
野
造

船
所
株

一
〇
〇
〇
〇
株

一
株

一
〇
〇
円
替

ニ
テ
譲
受
ケ
、
代
金

ハ
同

族
会
社

二
対
ス
ル
貸
金
卜
振
替

ヘ
タ
ル
モ
ノ
」
で
、
翌
大
正
九
年
二

月
、
公
称
資
本
金
五
〇
〇

（払
込
二
〇
〇
）
万
円
の
浅
野
昼
夜
銀
行

は
、
公
称

一
〇
〇
〇

（払
込
六
二
五
）
万
円
と
倍
増
さ
れ
た
が
、
そ

の
資
金
は
こ
う
し
て
捻
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
八
年

一
二

月
末
現
在
旧
株

（五
〇
円
払
込
）

一
〇
七
〇
株
、
新
株

（
一
二
・
五
円

払
込
）
九
四
〇
〇
株
所
有
し
て
い
た
浅
野
同
族
会
社
は
、
九
年
七
月

現
在
旧
株

（五
〇
円
払
込
）
九
万
五
二
九
〇
株
、
新
株

（
一
二
・
五
円

払
込
）

一
〇
万
株
、
持
株
比
率
九
七

・
六
％
、
を
所
有
す
る
こ
と
に

（・５
）

な

っ
た
。
こ
の
間
の
動
き
は
、
第
１
表
の
有
価
証
券
お
よ
び
資
本
金

の
増
加
に
現
れ
て
い
る
。
同
表
に
よ
る
と
、
そ
の
後
も
有
価
証
券
額

は
増
加
し
、
九
年
下
期
に
減
少
を
示
す
も
の
の
、
十
年
上
期
か
ら
は

五
五
〇
万
円
台
を
維
持
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
資
金
重
要
に
対
す
る
何
ら
か
の
操
作
は
、
浅
野
昼
夜

銀
行
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
第

一
次
大
戦
に



第 1表 浅野昼夜銀行貸借対照表 (『営業報告書』各期より作成、単位 :1000円 )

〈資産〉

諸貸付金 9,523 14.073 16.571 11,744 13,917 12,941 16,834 19.579 18.893 18,344

コー ル ロー ン 1,280 200 10.200

割引手形 8,413 6,874 6,342 8,611 9.117 8,723 5,396 5,248 8,244 1,635

預ケ金 738 838

有価証券 1 1,247 4.510 6,102 5,106 5,540 5,509 5.587 5.517

現金在高 586 1,055 1,081 1,430 1.693 2,067 2,319 3,497

その他 1,227 2.286 1,082 l 1,897 2,286 1 996 1.324

合計 22,301 24,081 26,976 28,471 32.690 31.626 33,132 38,076 40,925

く

資本 金 2,000 2,000 2,000 5,000 6.250 6,250 6,250 6,250 6,250 6 250

諸積立金 ,223 570

諸預金 13,522 16,375 14,436 15.107 19,406 19,156 20,003 22,174 24.099 27,251

支払承諾 1.048 1,995 922 1.022 1,451 1,500 1,026 6

借入金 2,410 3,340 3,581 3 610 4.480 2,870 2,570 2,520 3,098 6.100

J*tv < 4'- 1120 560 1,370 1320

再割引手形 1.924 1.105 4,130 1,427 564 787 955 1119

その他 269 372

当期利益金 383 322

合計 22,301 24.081 26,976 28,471 32,690 31,626 33.132 36.003 38,076 40,925

第2表 浅野昼夜銀行損益計算書

〈利益〉

利息 1,277

割引料 1,132 1,312 1,186 1 204 l 5 1.292

有価証券収益 260 226 8

手数料 4 5 2 5

雑益 2 3 3 2 6

別途積立金繰入

前期繰越金 4 12

合計 1,151 1.455 1.860 1,828 1,811 1 788 2,115 2,948

く

利息 406 572 676 l 1,690

手数料 8 0 14 11

割引料 260

滞貸金償却 528

諸税 3

雑 損 1 0 l

諸経費

当期利益 408 322

合計 1 151 1 455 l.860 1,828 1,811 1,788 2,115 2.948

第 3表 浅野昼夜銀行利益処分

法定準備金 8

別途積立金

役員賞与金 7 7 9 17

配当金 188

配当率 (%) 7 7 7 7 7 7 7 7 6

退職恩給基金 5 5 5 5 5 4 5

後期繰越金 5 12 15



よ
る
好
況
は
浅
野
関
連
企
業
に
高
収
益
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
れ
を

越
え
た
資
金
を
浅
野
総

一
郎
は
会
社
新
設
に
費
や
し
た
か
ら
で
あ

る
。
試
み
に
大
正
期
に
設
立

（買
収
も
含
む
）
さ
れ
た
傘
下
企
業
は
、

元

（
一
九

一
二
）
年
沖
電
気

。
東
京
湾
埋
立
、
二
年
浅
野
昼
夜
貯
蓄

銀
行
、
四
年
浅
野
昼
夜
銀
行

。
浅
野
ス
レ
ー
ト

・
大
日
本
鉱
業
、
五

年
浅
野
造
船
所
、
六
年
大
島
製
鋼
所

。
富
士
製
鋼
、
七
年
浅
野
物

産

・
浅
野
同
族

・
浅
野
小
倉
製
鋼

・
関
東
水
力
電
気
、
八
年
神
奈
川

コ
ー
ク
ス

・
庄
川
水
力
電
気

・
北
秋
木
材

・
鶴
見
木
工
、
九
年
日
本

鋳
造

・
信
越
木
材

◆
日
本
カ
ー
リ
ッ
ト

・
京
浜
運
河
、　
一
〇
年
内
外

石
油
、
と
ほ
と
ん
ど
毎
年
で
あ
り
、
合
計
二
三
社
を
数
え
ら
れ
る
。

『当
行
沿
革
』
も

「浅
野
総

一
郎
氏
ガ
計
画
セ
ル
水
力
電
気
、
埋
立

事
業
、
其
他
ノ
事
業
二
関
ス
ル
資
金
ノ
需
要
ハ
殆
ン
ド
際
限
無
ク
、

到
底
当
銀
行
ノ
微
カ
ヲ
以
テ
満
足
ヲ
与
フ
ベ
ク
モ
ア
ラ
ズ
」
と
書
い

お
り
、
浅
野
総

一
郎
の
拡
張
を
基
本
に
し
た
経
営
政
策
に
翻
弄
さ
れ

た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

九
年
二
月
日
本
銀
行
か
ら
副
頭
取
と
し
て
迎
え
た
綿
貫
吉
秋
を
病

気
で
失

っ
た
が
、
そ
れ
を
契
機
に
、
浅
野
総

一
郎
が
自
石
元
治
郎
に

代
わ
っ
て
頭
取
に
就
任
、
ま
た
株
式
大
暴
落
直
後
の
二
月
末
、
綿
貫

の
後
任
と
し
て
永
島
二
郎
を
専
務
取
締
役
に
迎
え
た
。

株
式
暴
落
の
結
果

「有
価
証
券
ノ
評
価
差
損
額
約
七
〇
万
円
」
に

達
し
、
「半
期
決
算
モ
覚
東
無
キ
」
状
況
と
な
っ
た
が
、
ヨ

部
分
消

却
シ
、
更

ニ
セ
メ
ン
ト
株
増
資

二
依
り
引
受
タ
ル
新
株
ノ
利
益
ヲ
以

テ
補
填
シ
、
残
損
額
五
五
万
円
二
就
テ
ハ
、
是
等
ノ
株
式
ヲ
浅
野
同

族
会
社

へ
売
却
シ
、
更
二
相
当
低
下
シ
タ
ル
価
格
ヲ
以
テ
買
戻
シ
タ

ル
コ
ト
ト
シ
、
手
形
ヲ
以
テ
補
填
」
す
る
こ
と
で
、
漸
く
決
算
を
す

ま
せ
た
。
浅
野
セ
メ
ン
ト
は
好
成
績
を
続
け
、
こ
の
年
も
二
五
％
の

配
当
で
あ

っ
た
か
ら
、
補
填
が
可
能
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

頭
取
に
就
任
し
た
浅
野
総

一
郎
は
赤
坂
、
亀
戸
、
浅
草
、
神
田
、

芝
と
次
々
に
支
店
を
開
設
、
預
金
吸
収
に
努
め
た
。
第
１
表
を
見
る

限
り
諸
預
金
は
、
八
年
上
期
に
二
〇
〇
万
円
弱
の
落
ち
込
み
を
見
せ

る
も
の
の
、
そ
の
後
は

一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

八
年
二
月
二
十
日
か
ら
二
十

一
日
に
か
け
て
浅
野
昼
夜
貯
蓄
銀
行
大

阪
支
店
が
取
付
け
に
あ
い
、
合
計
八
十
万
円
ほ
ど
を
支
払

っ
て
い
る

が
、
同
期
の
減
少
は
そ
の
余
波
で
あ
ろ
う
か
。
支
払
資
金
は
日
本
興

業
銀
行
大
阪
支
店
か
ら
二
十
万
円
を
借
り
入
れ
、
昼
夜
銀
行
本
店
か

ら
六
十
万
円
を
送
金
し
、
貯
蓄
銀
行
京
都
支
店
か
ら
も
二
〇
万
円
を

送
金
し
て
対
応
し
た
が
、
「当
時

ハ
関
係
諸
会
社
モ
未
ダ
疲
弊
セ
ザ

リ
シ
ヲ
以
テ
、
其
方
面
ノ
援
助
モ
」
多
か
っ
た
の
で
、
危
急
を
脱
せ

ら
れ
た
。

九
年
十
二
月
に
は
昼
夜
銀
行
自
体
が

「小
取
付
」
に
あ
っ
て
、
総
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額
五
十
万
円
ほ
ど
預
金
の
減
少
を
生
じ
た
。
原
因
は
東
京
貯
蔵
銀
行

の
取
付
け
で
、
大
野
銀
行
が
そ
の
影
響
で
支
払
停
止
と
な
り
、
両
行

本
店
が
昼
夜
銀
行
本
店
に
近
接
し
て
い
た
た
め
に
そ
の
影
響
を
受

け
、
「
サ
ラ
ニ
ダ

ニ
逼
迫
セ
シ
手
元
準
備
金

ハ
、
念
不
足
ヲ
告
ゲ
」

る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
総

一
郎
が
安
田
善
次
郎
に
懇
請
し
て
、
浅

野
同
族
会
社
に
三
〇
〇
万
円
の
融
通
を
う
け
て
、
急
場
を
し
の
い

だ
。以

上
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
研
究
史
の
整
理
で
示
し
た

「第

一
次

世
界
大
戦
後
の
反
動
不
況
に
よ
っ
て
預
金
が
減
少
す
る

一
方
、
浅
野

関
係
諸
会
社
の
資
金
需
要
が
増
加
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
が
固
定

化
し
、
い
き
お
い
資
金
が
枯
渇
す
る
に
至

っ
て
、
機
関
銀
行
た
る
当

行
の
経
営
は
、
次
第

に
急
迫
を
告
げ
て
き
た
」
と
い
う
内
容
や
、

『安
田
財
閥
』
中
の

「大
幅
増
資
を
し
た
直
後
の
大
正
九
年
二
月
、

反
動
恐
慌
が
勃
発
す
る
と
、
同
行
は
保
有
有
価
証
券

（主
と
し
て
浅

野
系
企
業
の
株
式
）
の
暴
落
、
貸
付
金
の
不
良
債
権
化
、
浅
野
系
企

業

へ
の
救
済
融
資
資
金
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
経
営
内
容
が
に
わ
か

に
悪
化
し
た
」
と
い
う
内
容
は
、
い
ず
れ
も
妥
当
す
る
も
の
の
、
昼

夜
銀
行
経
営
破
綻
の
主
要
因
を
説
明
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

つ

ま
り
大
正
六
年
末
に
早
く
も
現
れ
た

「銀
行
本
位
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
、

事
業
家
ノ
金
繰
機
関
タ
ル
本
能
ヲ
発
揮
ス
ル
ニ
至
ン
リ
」
と
い
う
経

営
姿
勢
と
、
「事
業

二
関
ス
ル
資
金
ノ
需
要

ハ
殆
ン
ド
際
限
」
の
な

い
総

一
郎
の
拡
張
政
策
が
、
そ
の
真
因
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
預
金
の

減
少
や
資
金
固
定
化
、
保
有
有
価
証
券
の
暴
落
、
貸
付
金
の
不
良
債

権
化
等
は
、
そ
の
現
象
形
態
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

〓
一　

買
収

に
よ
る
昼
夜
銀
行

の
救
済

大
正
十

（
一
九
二
こ

年
五
月
、
浅
野
総

一
郎
は
ド
イ
ツ
か
ら
の

賠
償
船
太
洋
丸
の
初
航
海
に
安
田
善
次
郎
を
招
待
し
、
上
海
お
よ
び

マ
ニ
ラ
を
視
察
し
た
。
そ
し
て
船
上
で
昼
夜
銀
行
の
経
営
に
つ
い
て

話
し
合

っ
た
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て

『当
行
沿
革
』
は
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。
「総

一
郎
氏

ハ
安
田
総
長
ヲ
太
洋
丸

二
案
内
シ
、
名

ヲ
視
察

二
仮
り
、
手
ヲ
携

ヘ
テ
上
海

二
渡
航
セ
ラ
ン
タ
ル
ガ
如
キ
、

大
二
親
睦
卜
意
思
ノ
疎
通
ヲ
図
り
、
将
来
二
向
テ
期
待
セ
ラ
ン
ル
所

ア
リ
タ
リ
、
然
ル
ニ
当
時
密

二
当
行
ノ
前
途
ヲ
慮
ル
者
漸
ク
多
ク
、

安
田
総
長
亦
是
二
観
ル
所
ア
リ
、
浅
野
家
卜
提
携
シ
テ
事
業
二
投
資

セ
ン
ト
セ
バ
、
先
ヅ
当
行
ヲ
安
田
家

二
引
渡
シ
、
以
テ
禍
根
ヲ
絶
ツ

ベ
キ
コ
ト
ヲ
唱
道
セ
ラ
ン
、
徐
々
二
総

一
郎
氏

二
説
カ
ル
ル
所
ア
リ

シ
ガ
、
浅
野
家

二
於
テ
モ
直

二
之
ヲ
快
諾
セ
ラ
ン
タ
リ
」
。

こ
れ
を
読
む
限
り
で
は
、
総

一
郎
は
善
次
郎
の
提
案
を
む
し
ろ
待

ち
望
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
総

一
郎
は
銀
行
経
営
に
魅
力
を
感



じ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
事
業
資
金
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ

る
か
ら
、
資
金
融
通
の
目
処
さ
え
た
て
ば
そ
れ
で
十
分
な
わ
け
で
あ

る
。
ま
し
て
や
経
営
の
い
き
づ
ま

っ
て
い
る
昼
夜
銀
行
を
引
き
取

っ

て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
事

は
そ
れ
ほ
ど
う
ま
く
運
ば
な
か
っ
た
。

十
年
九
月
十
九
、
二
十
の
両
日
、
齋
藤
拘

（日
本
昼
夜
銀
行
に
改

組
さ
れ
た
時
の
専
務
取
締
役
）
等
保
善
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
人
々
は

昼
夜
銀
行
本
店
に
足
を
運
ん
で
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

「大
略
契

約
ヲ
締
結
セ
ラ
ル
ル
運
ビ
ト
ナ
リ
タ
リ
」
。
し
か
し
二
十
八
日
、
善

次
郎
が
朝
日
平
吾
な
る
右
翼
に
大
磯
の
別
荘
で
殺
害
さ
れ
る
と
、

「保
善
社

二
於
テ
ハ
驚
愕

一
方
ナ
ラ
ズ
、
危
惧
百
出
ノ
形
勢
ヲ
示
ス

ニ
至
リ
シ
カ
バ
、
到
底
他
ヲ
顧
ル
ノ
暇
無
ク
、
当
行
引
継
案
ノ
如
キ

ハ
、
全
然
放
棄
セ
ラ
ル
ル
ノ
止
ム
無
キ
有
様
」
と
な

っ
た
。
遭
難
時

同
行
専
務
以
下
各
支
店
長
を
自
邸
に
集
め
て
、
譲
渡
後
の
諸
般
に
つ

い
て
打
ち
合
わ
せ
中
で
あ

っ
た
総

一
郎
の
心
中
は
、
い
か
ば
か
り
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

話
が
振
り
出
し
に
戻
り
、
自
力
で
再
建
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た

昼
夜
銀
行
は
、
「専
ラ
支
店
ノ
得
意
開
拓

二
意
ヲ
用
ヒ
、
資
金
充
実

ノ
為
奔
走
」
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
貯
蓄
銀
行
の
支
店
し

か
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
大
阪

（十
年
十

一
月
）、
京
都

（同
年
十
二

月
）
に
支
店
を
、
浅
野
セ
メ
ン
ト
採
掘
事
務
所
の
あ
る
都
下
青
梅

に

出
張
所
を
設
置
し
た
。
前
掲
第
１
表
を
み
る
と
、
諸
預
金
額
は
十
年

下
期
に
前
期
に
比

べ
て
約
二
〇
〇
万
円
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の

後
も
確
実
に
増
え
て
い
る
か
ら
、　
一
同
の
努
力
は
そ
れ
な
り
に
結
実

し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
同
時
に
諸
貸
付
金
は
そ
れ
以
上
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
に

対
応
し
て
借
入
金
、
コ
ー
ル
マ
ネ
ー
、
再
割
引
手
形
の
合
計
額
も
増

加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
経
営
の
質
は
、
以
前
と
変
わ
ら
な
い
ま
ま
で

あ
る
。

次
に
第
２
表
か
ら
、
損
益
の
動
き
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
当
期
利

益
は
、
九
年
上
期
を
頂
点
と
し
て
低
落
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は
、

「造
船
所
東
洋
汽
船
ノ
如
キ
配
当
漸
減
シ
、
其
他
ノ
利
息
ノ
入
金
無

キ
モ
ノ
益
増
加
セ
ル
ニ
従
テ
毎
期
減
少
」
し
た
た
め
で
あ

っ
た
。
実

際
九
年
下
期
に

一
〇
％
配
当
し
て
い
た
浅
野
造
船
所
は
、
十
年
上
期

八
％
、
下
期
五
％
と
配
当
率
を
減
ら
し
、
十

一
年
上
期
に
は
無
配
に

転
落
す
る
。
ま
た
東
洋
汽
船
は
、
九
年
上
期
に
は
十
五
％
配
当
し
て

い
た
の
が
、
以
下

一
〇
％
、
八
％
、
六
％
、
五
％
と
配
当
率
を
漸
減

さ
せ
、
十

一
年
下
期
に
は
無
配
と
な
死
。
こ
う
し
た
配
当
率
の
動
き

が
、
有
価
証
券
収
益
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

低
落
傾
向
に
あ
る
利
益
と
配
当
と
の
関
連
を
、
次
に
第
３
表
か
ら



概
観
し
て
み
よ
う
。
七
年
上
期
か
ら
十
年
下
期
ま
で
配
当
率
は

七
％
、
十

一
上
期
か
ら
六
％
に
落
ち
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る

が
、
別
途
積
立
金
額
は
、
九
年
上
期
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
。

ま
た
後
期
繰
越
金
も
微
妙
に
減
額
し
て
い
る
。
つ
ま
り
同
じ
配
当
率

と
い
っ
て
も
、
九
年
上
期
と
そ
れ
以
降
で
は
余
裕
度
が
異
な

っ
て
お

り
、
十

一
年
下
期
は
、
六
％
の
配
当
の
た
め
に
法
定
準
備
金
、
別
途

積
立
金
、
退
職
恩
給
基
金
を
削
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
業
容
は
次

第
に
悪
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
に
経
営
の
質
は
不
変
だ
と
書
い
た
が
、
む
し
ろ
悪
化
し
た
と
い

う
評
価
の
方
が
正
し
い
。
十
年
末
か
ら
十

一
年
に
か
け
て

『当
行
沿

革
」
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

手
元
準
備

ハ
、
同
族
会
社
ガ
金
融
成
リ
タ
ル
際
、　
一
時
的
緩
和

セ
ラ
ル
ル
外

ハ
期
毎

二
逼
迫
ノ
度
ヲ
増
ス
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
十
年

末
モ
同
族
会
社
ノ
資
金
調
達

二
依
り
辛
ク
モ
決
算
ヲ
了
リ
シ

ガ
、
前
途

ハ
到
底
維
持
困
難
ヲ
免
ン
難
キ
状
態
ト
ナ
リ
タ
リ
、

十

一
年

二
入
り
同
族
会
社
ノ
圧
迫
念
辛
辣
ヲ
極
メ
、
直
接
本
支

店
ノ
手
元
在
高
ヲ
徴
シ
、
是
二
依
テ
追
窮
セ
ン
ト
シ
、
京
阪
方

面

ハ
本
店
幹
部
ノ
手
ヲ
離
レ
浅
野
総
長
自
ラ
回
金
ヲ
命
ゼ
ン
ト

ス
ル
ニ
至
レ
リ
、
蓋
シ
安
田
総
長
遭
難
後
、
浅
野
総
長

ハ
専
ラ

金
子
、
橋
本
ノ
両
氏
ヲ
信
頼
セ
ラ
ン
、
常

二
両
氏
ヲ
股
肱
ト
シ

テ
画
策
セ
ラ
ン
タ
ル
ヲ
以
テ
、
当
行

二
対
ス
ル
総
テ
ノ
処
置

モ
、
亦
両
氏
ノ
方
寸

二
出
デ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
、
斯
ク
ノ
如
ク

シ
テ
危
険

ハ
日
々
加

ハ
リ
来
り
、
専
務
ヨ
リ
収
支
予
算
ヲ
立
テ

資
金
調
達
ヲ
稟
請
セ
ル
上
申
書
毎
月
二
四
回
二
及
ビ
、
且
ツ
本

店

二
於
テ
ハ
同
族
会
社

二
対
シ
常

二
五
〇
万
円
位
ノ
準
備
金
ヲ

秘
ス
ル
ノ
止
ム
無
キ
ニ
立
至
レ
リ
、
斯
ク
テ
ハ
到
底
浅
野
総
長

ノ
意
ヲ
満
ス
ベ
ク
モ
ア
ラ
ズ
、
働
テ
総
長

ハ
橋
本
氏
ヲ
当
行
ノ

副
頭
取

二
任
ゼ
ン
ト
セ
シ
ガ
、
専
務
ノ
頑
強
ナ
ル
反
対
二
依
リ

テ
中
止
シ
、
其
他
広
島

へ
支
店
ヲ
設
ケ
、
専
務
ヲ
シ
テ
開
拓
セ

シ
メ
、
自
ラ
京
阪
支
店
ヲ
直
轄
シ
橋
本
氏
ヲ
シ
テ
横
浜
並
二
本

店
ヲ
支
配
セ
シ
メ
ン
ト
企
テ
ラ
ン
シ
ガ
如
キ
、
何
レ
モ
専
務
ガ

反
対
ノ
決
心
動
カ
ザ
リ
シ
モ
ノ
ア
リ
テ
、
実
行

二
至
ラ
ザ
リ
シ

ガ
、
以
テ
如
何

二
資
金
調
達

二
煩
悶
セ
ラ
ン
シ
カ
ヲ
窺
フ
ニ
足

ル
ベ
キ
ナ
リ

ま
ず
読
ん
で
わ
か
る
こ
と
は
、
頭
取
で
あ
る
浅
野
総

一
郎
と
永
島

二
郎
専
務
と
指
揮
系
統
が
二
つ
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
浅
野
同
族
会

社
の
資
金
繰
り
を
第

一
と
す
る
総

一
郎
と
、
そ
の
意
向
に
添
お
う
と

す
る
橋
本
梅
太
郎
、
金
子
喜
代
太
両
取
締
役
、
そ
れ
に
対
し
て
銀
行

経
営
の
最
低
限
を
守
ろ
う
と
す
る
永
島
二
郎
専
務
、
と
い
う
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

『当
行
沿
革
』
の
著
者

（不
明
）
も
専
務
派
と



想
像
で
き
る
。

銀
行
経
営
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
倒
壊
寸
前
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
頭
取
の
意
に
反
し
て

「常

二
五
〇
万
円
位
ノ
準
備
金
ヲ
秘
ス

ル
」
こ
と
で
、
銀
行
経
営
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
、
信

じ
が
た
い
状
況
で
あ
る
。

逆
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
浅
野
同
族
会
社
は
追
い
つ
め
ら
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「手
元
準
備

ハ
、
同
族
会
社
ガ
金
融

成
リ
タ
ル
際
、　
一
時
的
緩
和
セ
ラ
ル
ル
」
状
況
と
は
、
昼
夜
銀
行
の

資
金
が
同
族
会
社
に
よ
っ
て
固
定
化
さ
れ
、
流
動
性
を
阻
害
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
昼
夜
銀
行
の
危
機
的
状
況
と

は
、
同
族
会
社
の
危
機
的
状
況
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
浅
野
財
閥
の

危
機
的
状
況
を
示
し
て
い
た
。

当
時
の
浅
野
同
族
会
社
を
見
る
た
め
に
作
成
し
た
の
が
、
第
４
表

で
あ
る
。
同
表
は
十

一
年
二
月
末
現
在
の
同
社
貸
借
対
照
表
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
同
族
会
社
は
、
簡
単
に
い
っ
て
し
ま

え
ば
、
株
金

（資
本
金
）
と
支
払
手
形
で
、
傘
下
関
連
会
社
の
株
式

を
所
有
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
の
支
払
手

形
の
主
要
宛
先
別
分
類
を
表
示
し
た
の
が
、
第
５
表
で
あ
る
。
浅
野

昼
夜
銀
行
が
最
も
多
く
、
全
体
の
四
二
％
を
占
め
、
次
い
で
安
田
銀

行
で
、
全
体
の
二
八
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
行
で
七
〇
％
で
あ
る

が
、
当
時
の
支
払
手
形
の
多
く
は
借
入
金
の
別
名
で
あ
る
。
そ
れ
を

別
に
示
す
た
め
に
作
成
し
た
の
が
、
第
６
表
で
あ
る
。
同
表
は
十

一

年
七
月
現
在
の
同
族
会
社
借
入
金
額
で
、
第
５
表
の
約
四
ヶ
月
後
の

姿
で
あ
る
が
、
浅
野
昼
夜
銀
行
と
日
本
興
業
銀
行
が
増
加
し
た
以
外

ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
昼
夜
銀
行
に
対
す
る
借
入
金
額
が
、
二
〇
〇
〇
万
円
を
超

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
１
表
に
表
示
さ
れ
て
い
る
十

一
年
上
期

諸
貸
付
金
額
は
、　
一
八
八
九
万
円
で
あ
る
か
ら
、
同
族
会
社
だ
け
で

そ
れ
を
越
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
の
使
途
の
大
半
は
業

績
不
振
に
喘
い
で
い
た
浅
野
関
連
会
社
で
あ
る
か
ら
、
資
金
の
固
定

化
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「常

二
五
〇
万
円
位
ノ
準
備

金
ヲ
秘
ス
ル
」
必
要
は
、
確
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
銀
行
経
営
の
欠
陥
が
顕
在
化
し
、
浅
野
総

一
郎
を
し

て
銀
行
経
営
を
断
念
し
、
全
面
的
に
安
田
銀
行
に
救
済
を
仰
が
ね
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
事
件
が
、
十

一
年
春
に
起
こ
っ
た
。
浅
野
造
船
所

の
整
理
で
あ
り
、
職
工

一
六
〇
〇
余
名
の
解
雇
で
あ

っ
た
。

職
エ
ニ
給
与
セ
ラ
ン
ル
ベ
キ
金
額

ハ
四
六
万
六
千
余
円

ニ
シ

テ
、
造
船
所
ハ
此
資
金

二
充
ツ
ル
為
メ
、
芝
浦
製
作
所

へ
地
所

ヲ
売
却
シ
タ
ル
代
金
ト
シ
テ
受
取
リ
タ
ル
手
形
四
枚
合
計
九
八

万
余
円
ヲ
担
保
ト
シ
テ
、
当
銀
行
ノ
裏
書

二
依
り
三
井
銀
行
ヨ



第 4表 浅野同族会社貸借対照表

資産 資本・負債

仮勘定 株金 35,000

有価証券 72,454 法定積立金

合資・組合 別途積立金 1,000

地所 。家屋 4,688 社員積立金

立替金 1,962 同族勘定 5,242

受取手形 4,518 諸預 り金

什器 借入金 1.575

鉱山部 支払手形 44,036

水力部 銀行当座 2.218

石炭部 その他

保険部 3 繰越金 752

貿易部 合計 91,172

浚渫部

建設部

製鉄部

浅野造船所 3,833

現金 0

損益

合計

(単位 :1000円 )

第 5表 支払手形内訳

り
七
〇
万
円
ヲ
借
入
レ
、
利
息
其
他
ヲ
引
去
り
当
行

へ
約
六
〇

万
円
ヲ
預
ケ
入
ン
タ
リ
、
然
ル
ニ
造
船
所
ノ
不
況
ヨ
リ
終

二
大

整
理
ヲ
為
ス
ニ
至
レ
ル
詳
細
ノ
事
項
各
新
聞
紙
二
依
り
報
道
セ

ラ
ン
シ
カ
バ
、
サ
ラ
ヌ
ダ

ニ
兎
角
ノ
噂
ア
リ
シ
際
連
、
預
金
者

二
刺
激
ヲ
与

へ
、
市
内
支
店
特
二
浅
草
支
店
ノ
如
キ
ハ
月
々
預

金
ノ
引
出
多
ク
、
前
月
末
京
阪
方
面

へ
送
リ
シ
月
末
資
金
ノ
回

送
亦
遅
ク
シ
テ
、
差
向
造
船
所
ノ
入
金
ヲ
以
テ
、
不
時
ノ
支
払

二
充
当
ス
ル
ノ
止
ヲ
得
ザ
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
タ
リ
、
而
シ
テ
造
船

所

二
於
テ
ハ
五
月
八
日
ヲ
以
テ
、
解
雇
職
エ
ニ
対
シ
手
当
ヲ
給

与
ス
ベ
ク
声
明
セ
シ
ニ
拘

ハ
ラ
ズ
、
前
記
ノ
始
末

二
由
り
五
日

二
至
ル
モ
尚
当
行
ノ
準
備
成
ラ
ズ
、
七
日
ハ
日
曜
日
ナ
リ
シ
故

剰
ス
ト
コ
ロ
六
日

一
日
ノ
ミ
ナ
リ
、
…
…
斯
ク
テ
六
日

二
至

り
、
窮
策
ト
シ
テ
鋼
管
会
社
第
二
回
社
債
額
面
二
〇
万
円
ヲ
担

保
ト
シ
テ
、
日
支
炭
鉱
汽
船
会
社
ヲ
経
テ
、
当
行
ノ
支
払
保
証

二
依
り
、
徳
永
、
堀
江
ノ
両
現
物
屋
ヲ
シ
テ
二
〇
万
円
ヲ
調
達

セ
シ
メ
、
辛
ウ
ジ
テ
造
船
所
ノ
支
払

二
応
ズ
ル
準
備
調
ヒ
タ
リ

浅野昼夜銀行 18,531

安田銀行 12,135

台湾銀行 4,649

第一銀行 3.468

興業銀行 1,290

中井銀行

布畦浅野昼夜 379

帝国生命

その他 2,744

合計 44,036

(単位 :1000円 )

第 6表 同族会社借入金

浅野昼夜銀行 20,203

安田銀行 12,125

台湾銀行 4,656

第一銀行 3,468

興業銀行 2.790

中井銀行

布畦浅野昼夜

帝国生命 670

合計 44,463

(単位 :1000円 )
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危
な
い
橋
を
ど
う
に
か
渡
り
き
っ
た
様
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
契
機
に

「徹
底
的

二
救
済
」
を
求
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

か
く
て
保
善
社
の
結
城
専
務
理
事
や
井
上
準
之
助
日
銀
総
裁
、
安

田
家
を
歴
訪
し
て
救
済
を
懇
願
し
た
結
果
、
井
上
日
銀
総
裁
は
、
事

態
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
、
そ
の
影
響
の
大
き
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、

結
城
専
務
理
事
と
資
金
貸
し
付
け
に
よ
る
か
、
銀
行
譲
り
受
け
に
よ

る
か
、
救
済
策
の
協
議
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
ハ
ワ
イ
浅
野
昼
夜

銀
行
は
朝
鮮
銀
行
に
譲
渡
、
浅
野
昼
夜
貯
蓄
銀
行
は
安
田
貯
蓄
銀
行

に
合
併
、
浅
野
昼
夜
銀
行
は
安
田
銀
行
が
買
収
、
独
立
の
銀
行
と
し

て
経
営
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
貯
蓄
銀
行
は
吸
収
合
併
し
な

が
ら
、
昼
夜
銀
行
は
日
本
昼
夜
銀
行
と
名
称
を
改
め
た
も
の
の
、
別

組
織
と
し
た
理
由
は
、　
一
般
の
人
々
を
し
て
、
「負
債
ノ
為
メ
安
田

家

二
買
収
ヲ
余
儀
ナ
ク
セ
ラ
レ
タ
リ
」
と
の
印
象
を
与
え
ず
、
ま
た

「浅
野
氏
ノ
信
用
上

ニ
モ
得

ル
所
ア
リ
」
と
の
判
断
か
ら
で
あ

っ

（２２
）

た
。大

正
十

一
年
八
月
十
五
日
浅
野
系
取
締
役
は
総
退
陣
し
、
頭
取
に

安
田
善
四
郎
、
取
締
役
に
安
田
善
兵
衛
、
齋
藤
悔
、
金
原
嘉
、
島
甲

子
二
、
永
島
二
郎
、
榎
本
平
七
、
監
査
役
に
飯
田
武
也
、
永
井
正
作

が
就
任
し
た
。

そ
れ
は
経
営
に
す
ぐ
現
れ
た
。
第
２
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
別
途

積
立
金
を
取
り
崩
し
て
、
そ
し
て
滞
貸
金
の
償
却
を
開
始
し
て
い

る
。
五
二
万
円
余
で
は
と
て
も
全
額
を
償
却
し
た
と
は
い
え
な
い

が
、
そ
れ
で
も
方
向
を
明
確
化
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
借
入
金
が
六

〇
〇
万
円
と
約
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
が

（第
１
表
）、
隠
れ
て
い

た
借
入
金
を
表
に
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
同
行
は
、
堅
実
な

発
展
を
開
始
し
始
め
る
。

む
　
す
　
び

以
上
浅
野
昼
夜
銀
行
の
安
田
財
閥

へ
の
譲
渡
を
概
観
し
て
き
た
。

譲
渡
と
表
現
し
て
き
た
が
、
実
際
は
同
行
の
救
済
で
あ
っ
た
。
浅
野

泰
治
郎

・
良
三

『浅
野
総

一
郎
』
が
述
べ
て
い
る
よ
う
な
、
「不
成

績
で
は
な
い
銀
行
」
な
ど
で
は
な
か
っ
た
。
配
当
は
続
い
て
い
た

が
、
指
揮
系
統
も
乱
れ
、
落
第
の
銀
行
経
営
で
あ

っ
た
。
そ
の
要
因

は
、
浅
野
総

一
郎
に
あ

っ
た
。
同
行
の
窮
状
は
反
動
恐
慌
な
ど
経
営

環
境
の
悪
化
だ
け
に
起
因
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
銀
行
経
営
を
無
視

し
た
総

一
郎
の
拡
大
政
策
の
、
そ
の
意
味
で
の
放
漫
経
営
が
原
因
の

第

一
で
あ

っ
た
。
経
営
に
対
す
る
経
営
者
の
責
任
は
重
い
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

（１
）

『稼
ぐ
に
追
い
つ
く
貧
乏
な
し
―
―
浅
野
総

一
郎
と
浅
野
財
閥

9ア



―
―
』
（東
洋
経
済
新
報
社
、
平
成
十
年
十

一
月
）

（２
）

同
右
、　
一
四
四
～
五
頁
。
原
資
料
は
、
浅
野
泰
治
郎

。
良
三

『浅
野
総

一
郎
』
（浅
野
文
庫
、
大
正
十

一
年
）
五
三
七
頁
で
、

「銀
行
業
と
し
て
は
、
決
し
て
不
成
績
で
は
な
か
っ
た
が
、
我
が

国
金
融
界
の
覇
権
を
握
れ
る
安
田
翁
は
、
言
を
尽
く
し
て
、
銀
行

業
兼
営
の
非
を
述
べ
ら
れ
、
総

一
郎
に
事
業
家
と
し
て
終
始
す
る

や
う
切
言
さ
れ
た
の
で
、
翁
の
忠
言
を
容
れ
る
こ
と
と
な
り
、
昼

夜
銀
行
の
一
切
を
挙
げ
て
安
田
家
に
譲
渡
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
「銀
行
業
と
し
て
は
、
決
し
て
不
成
績
で
は

な
か
っ
た
」
と
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
救
済
を
求
め
て

譲
渡
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
総

一
郎
夫
妻
の
金
婚
式
を

祝

っ
て
編
纂
さ
れ
、
さ
ら
に
総

一
郎
の
喜
寿
を
祝
っ
て
増
補
改
訂

さ
れ
た
著
書
で
あ
る
か
ら
、
経
営
上
の
失
敗
を
如
実
に
示
す
と
は

考
え
に
く
い
。
事
実
の
一
面
を
物
語

っ
て
い
る
と
は
い
え
、
さ
ら

な
る
検
討
が
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

（３
）

「安
田
保
善
社
と
そ
の
関
係
事
業
史
」
編
修
委
員
会

『安
田
保

善
社
と
そ
の
関
係
事
業
史
』
（同
、
昭
四
九
年
六
月
）
五
六
六
頁

以
下
。

（４
）

「経
営
史
学
』
第
十
六
巻
第

一
号

（昭
和
五
十
六
年
四
月
）
。

（５
）

同
右
、
四
八
頁
。

（６
）

富
士
銀
行
編

『富
士
銀
行

一
〇
〇
年
史
』
（昭
和
五
七
年
、
二

三
二
、
三
頁
）。

（７
）

由
井
常
彦
編

『安
田
財
閥
』
（日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
六
十

一
年
八
月
）
中

「第
五
章
　
結
城

・
森
改
革
と
安
田
財
閥
の
再
編

成
、
２
浅
野
諸
事
業

へ
の
投

。
融
資
の
拡
大
と
そ
の
反
動
」
、
な

か
ん
ず
く
そ
の

「
二
浅
野
財
閥
の
安
田
財
閥
へ
の
全
面
的
依
存
体

制
」
Ｔ
一六
三
頁
以
下
）
を
参
照
。

（８
）

前
掲

『安
田
財
閥
』
の
注

（四
〇
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
昼

夜
銀
行

『沿
革
大
要
』
（富
士
銀
行
所
蔵
）
と
な
っ
て
い
る
が
、

富
士
銀
行
企
画
部
金
融
調
査
室
金
融
資
料
課
に
あ
る
稿
本
に
は
、

表
紙
に

「日
本
昼
夜
銀
行

『当
行
沿
革
ヒ

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
『当
行
沿
革
』
に
統

一
す
る
。
わ
ず
か

五
〇
頁
弱
の
小
冊
子
で
、
最
初
に
は

「沿
革
大
要
」
と
あ
り
、

「震
災
二
因
り
書
類
多
ク
焼
失
シ
、
調
査
資
料
乏
シ
ク
不
備
ノ
感

ア
ン
ド
モ
、
古
参
行
員
ノ
ロ
碑

二
因
り
、
若
シ
ク
ハ
役
員
ノ
記
憶

ヲ
辿
り
、
大
要
ヲ
記
ス
コ
ト
ト
セ
リ
」
と
書
き
出
し
て
い
る
。
内

容
か
ら
す
る
と
、
『安
田
保
善
社
と
そ
の
関
係
事
業
史
』
も

『富

士
銀
行

一
〇
〇
年
史
』
も
こ
の
稿
本
を
も
と
に
記
載
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
本
稿
も
こ
れ
に
依
拠
し
て
記
述
を
進
め

た
い
。

（９
）

前
掲

『安
田
財
閥
』
三
六
六
頁

（１０
）

同
右
、
三
六
七
頁

（Ｈ
）

前
掲

『当
行
沿
革
」。
こ
の
稿
本
に
は
頁
数
は
な
い
の
で
、
引

用
頁
を
い
ち
い
ち
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
下
断
り
の
な
い
限

り
引
用
は
、
こ
の
稿
本
に
よ
っ
て
い
る
が
、
文
中
の
数
値
だ
け
は

読
み
や
す
い
よ
う
に
改
め
て
あ
る
。

（‐２
）

前
掲

『稼
ぐ
に
追
い
つ
く
貧
乏
な
し
―
―
浅
野
総

一
郎
と
浅
野

財
閥
―
―
』
六
四
～
六
六
頁

（・３
）

白
石
元
治
郎
は
総

一
郎
の
次
女
マ
ン
子
の
婿
、
鈴
木
紋
次
郎
は

四
女
タ
カ
子
の
婿
で
あ
る

（前
掲

『稼
ぐ
に
追
い
つ
く
貧
乏
な
し



―
―
浅
野
総

一
郎
と
浅
野
財
閥
―
―
』

一
三
九
頁
）。

（・４
）

浅
野
昼
夜
銀
行

『営
業
報
告
書
』
よ
り
作
成
。
６
年
以
前
の
同

行
営
業
報
告
書
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
七
年

上
期
か
ら
日
本
昼
夜
銀
行
と
改
称
し
た
十

一
年
下
期
ま
で
を
作
表

し
た
。

（・５
）

浅
野
昼
夜
銀
行

「営
業
報
告
書
』
付
録
の

「株
主
名
簿
」
に
よ

２
つ

。

（・６
）

前
掲

『稼
ぐ
に
追
い
つ
く
貧
乏
な
し
―
―
浅
野
総

一
郎
と
浅
野

財
閥
―
―
』

一
二
〇
頁
。

（‐７
）

同
右
、　
三
ハ
九
頁
。

（・８
）

金
子
喜
代
太
は
、
総

一
郎
の
長
女
マ
ツ
子
の
娘
婿
で
あ
る
。

（・９
）

浅
野
同
族
会
社

「報
告
書

（大
正
十

一
年
四
月
分
ご

よ
り
作

成
。
以
下
諸
表
を
作
成
す
る
た
め
に
使
用
し
た
資
料
は
い
ず
れ
も

富
士
銀
行
資
料
で
、
「浅
野
昼
夜
銀
行
の
経
営
引
受
に
あ
た
り
集

め
ら
れ
た
資
料
―
―
浅
野
セ
メ
ン
ト
社
長
か
ら
丼
上
準
之
助
に
宛

て
た
―
―
」
お
よ
び

「経
営
引
受
に
つ
い
て
の
資
料
―
―

一
括
九

種
―
―
」
中
に
含
ま
れ
て
い
た
資
料
で
あ
る
。

（２０
）

浅
野
同
族
会
社

「報
告
書

（大
正
十

一
年
四
月
分
と

よ
り
作

成
。

（２．
）

「浅
野
同
族
関
係
事
業
所
資
金
調
」
中

「借
入
金
同
利
息
及
担

保
品
、
同
配
当
調
」
よ
り
作
成
。
大
正
十

一
年
七
月
現
在
の
同
族

会
社
借
入
金
で
あ
る
。

（２２
）

「浅
野
買
収
案
」
大
正
十

一
年
七
月
十
日

〔付
記
〕

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
に
快
く
応
じ
て
く

だ
さ
っ
た
富
士
銀
行
金
融
調
査
室
金
融
資
料
課
の
皆
さ
ん
、
特
に
竹

内
英
晴
館
長
お
よ
び
朝
緑
康
平
氏
に
心
か
ら
お
礼
を
述
べ
ま
す
。

（さ
い
と
う
　
さ
と
し
。
関
東
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）
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